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厚 労働 学  費補助金 新興 再興           推進   業  

 担  報告  

 

               安       報 収   察 

 

 担  者 伊藤直  岐阜 学 応    学  教授 

 

  要旨  日          可                 販後 安      

         連  デ            同     副作   連   報 収   

安       察          日       副作     100,000   ズ   0.7

件         判明     値            副作       10倍      

 明               日                      比較    

 安           示唆     

 

A.   目  

     重篤 神     ぼ 100%  

 致   特徴           通  

                療   立

          1880          

   初         開     降 

      目              

                 普  不 

            展途    心   

毎 5.9               犠牲者

 99%     介      罹患    

                   圧 

   極  重要          

日    １９５７     猫  1  最

後     撲滅  功   1950     

         基づ         

毎 1          1985    毎 2

   義務化   徹底    源     

     我         撲滅    

             日       流

         侵入  着 阻  目  

          基づ          

    継              日  

医師         工業         

  推測値 約 1,232    基づ 推    

            19      41% 

    だ   日  医師   ム    

http://nichiju.lin.gr.jp/report/pdf/kyoken_230117

.pdf     う       原因    

様々 要因 推測          副作 

         不安  因       

   

1985         日        

            ュ        組

織培養 来不 化             

                     

 可          我        

    後           可    
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  々            特徴 安  

     報 蓄積 重要           

          日         

 可                 販後

 安        連  デ       

      報 収    察      

 

B.      

1) 日             副作   

   報収  

農林水産   医        ム  

   開      医  等副作 デ   

   https://www.vm.nval.go.jp/sideeffect/   

    報収        名  入力 目 

      入力  後  索  う    得 

  副作  報告件   別         

       副作     因    判

断 4   因             因 

            因        

     不明  うち  因         

     判断   件       別  計

         過去      学術   

  2004      16       副作   

       見 得   

 

2)       可             

     安       報収  

過去      学術    見 基づ  

      可              

   安                  

        ム     不 化    

    組      報 得   

 

 倫 面   配慮      

     

 

C.      

1) 日             副作   

   報収  

   医  等副作 デ        

  索    2002 〜2019  18    

            連    計 358件 

副作            報告    

    明         うち 134件   

          因           

   判       副作  報告   次

推移  べ    2011     2018   報

告件     33 件 多       毎 9

〜22 件 報告     図１  2018    因 

             判       

20 件 最 多               0

〜12件         

 

厚  労 働     ム    

 https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkak

u-kansenshou10/01.html     2018    

 30           4,441,826    

      2  副作  報告 多   同  
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 暦   

図1．狂犬病ワクチンに関連した副作用の報告数

農林水産省動物医薬品 査所のホームページに公開された動物用医薬品等副作
用データベースの情報に基づき作成。 各年の報告数を「因果関係があると考
えられる」事例 灰色 とそれ以外 「因果関係がないとは言えない」「因果
関係がないとは言えない」「不明」 に区分された事例 白 に分けて示した。
したがって、グラフの高さは、報告の総数を示す。
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    100,000   ズ    副作 報告件

   約 0.7件     算      

   蒲   日  師 61 2008   2004

     16     副作 報告 28 件 推

     4,799,555   副作     算 

  0.6 x 10-5   う   得     字  

100,000   ズ    副作 報告件   算

   約 0.5 件          報告   

       副作        混  

       意      示      

 

2)       可             

 安       報収  

Brown   JAVMA 248, 2016      米 

     可            19  

      プ     特       副作

      連づ  疫学   報     

 報告           プ        

      痘               

      組               

         多           

 般  組織培養 来不 化        1

    3   免疫      証  2  

       販売       わ     

べ                    

                   ム  

   開     報    1     3   

      証  不 化     両者  

多       ュ    添加       

 明        

   Frana   JAVMA 232, 2008      

   可          100,000   ズ 

   副作 報告件  8.3 件      報

告    

 

D.  察 

2002    2019         日  

           副作 報告    ご

  多少 増減        ぼ     

  図 1        うち 副作 報告   

   因              判   

 件  最 多   2018    着目  

100,000  ズ    副作 報告件  算  

    約 0.7件         蒲   日 

 師 61 2008  報告 基づ 算    2004

   約 0.5 件 極   似  値      

               100,000   ズ

    副作 報告件   8.3件 日    

     10 倍       両  副作 報

告  テム 異    直   比較    

             日       

       う           副作 

          示唆         

    日        異        

不 化     多    ュ    添加  

      明          う   ュ 

  添加  無 副作      影響   

 可能         

                1     

3  免疫      証  2     不

 化     同          製造 販

売                 う   

        計 4 社     う     

     免疫     異  2     

     販売              

  明                   
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  う      異       組   

  う 違           不明   

                後    

通  明           

 

E.    

日                   

 安       報 収         

   日       副作     極  

     明               

                      示

唆     

 

H. 健康危険 報 

      

 

I.      

1.     

     

 

2.学    

     

 

Ｈ.   財産権  願      

１. 特許取得 

       

 

２.   新案   

       

 

３. その他 

 該当なし 
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厚 労働 学  費補助金 新興 再興           推進   業  

 担  報告  

 

                             応       

 

 担  者 伊藤直  岐阜 学 応    学  教授 

 

  要旨   後 日                       々       把握  

   極                    浄                概要 特

                                      圧  功  

                         義務                  判

明            日  同様              義務化           

     浄                                        

                                               

   慎重      明        

 

A.   目  

             通    ひ

      重篤 神     ぼ 100%   

致   特徴    注  稿        

  遺伝子型 I          原因   

          義    医療  達   

                 療   

                     

 可能        済         

  普   約      展途    心 

   毎 5.9       犠牲       

    犠牲者 99%           

  推                  

 圧 達     極  重要     

日    1950             

  基づ              義務化

等   源   徹底      1957    

   撲滅  功     後    至  

     流         侵入  着 

阻  目             継   

        撲滅後        義務

       継     我       

    批判  意見          浄

化後         必要   学  多

面   証                

           う 議        

 ひ   言    

   う  学   多面   証   

           浄        

         報 極         

          浄 態 維      

            加  近      

陸         圧  功   欧  

         等           把
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握      我       後     

      極  重要           

      特     義務       

              報告   報

 Yamada et al., Jpn. J. Infect. Dis., 2019    

   ず  報         

     2         浄    

            概要 特    

                     

       浄              

                    区

別     態       

 

B.      

1)                    

     

 立        医 学  井 智博

士       担  者  厚 労働 厚 労

働 健康局 核      力       

              報 収    

                     

者       Stefan Finke 博士      

ヒ レ        E-mail      わ  

    答 得   

 

2)                      

        流    応       

                    

         開       Rabies 

control strategy for Great Britain  

 https://www.hps.scot.nhs.uk/publications/

hps-weekly-report/volume-53/issue-

37/revised-rabies-control-strategy-for-

great-britain-published/  基づ  特   

       連             

    

                   応

               開     

 AUSVETPLAN, Disease Strategy, Rabies  

(https://www.animalhealthaustralia.com.au/our-

publications/ausvetplan-manuals-and-

documents/  基づ           

 

 倫 面   配慮      

     

 

C.      

1)                    

     

               1    

           浄 態 維     

     紀 入    陸       撲

滅  功                 

   律 基づ 義務           

 意思 基づ  任意         判明 

   

同様  陸           撲滅 

 功                義務  

              Finke 博士私信  

         最近      推奨 是 

     議          学 根拠 

         推奨 見送        

   

        同様      浄 態 

維                    

    う    任 医官 許可 必要  
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   照   同      浄       

         ポ     日  同様  

   義務                

1欄    

      流   注目    依然  

           流         

          撲滅       義務

            州ご  異    

 わ           ォ   州    

        義務       

    浄 態 破  2013       

      グ       流       

     流             1  

      義務            

      伴  注射証明 グ 装着 義務

          判明      図 1   

 

2)                      

        流    応       

次      浄            

                      

詳細         

                  わゆ

                    

 可能          律       

  明                   

    専門委員           是

     模 決       小 模  局

                     

 針 示      反        模 

封 込                  

侵淫                   

                      

 議   必要     量    努   

                  移  

        

              流     

                    

         猫            

     最優先  象          

               家畜    

                  う   

    咬傷曝露 明          原

          禁       咬傷曝

露 不明       象   曝露後免疫

            

 

D.  察 

       浄           

      特             心

                     

                       

     義務              

   判明             注目  

      浄           ポ   

       日  同様         

  義務化            再流  

        義務            

   う    ご   異         

常 興味深  何    化  要因  与 

   可能         

           応       

    違                 

                     

                消極   

    判明                
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        う           輪  

  装着    移            

    圧  功     Yamada et al., Jpn. 

J. Infect. Dis., 2019     う 歴史      

          影響    可能   

   

                      

           積極        

   読 取   豊富      源   

 同    環境      意識      

          侵淫 阻      

                 向   

              

 

E.    

     圧  功         心

       義務            

                 異    

 明            等  心   多 

  々           任意    

    日                

    義務化        明     

   

    う              

継   把握      将来 我     

 同              極  重要

           

 

J. 健康危険 報 

      

 

K.      

1.     

     

 

2.学    

     

 

Ｈ.   財産権  願      

１. 特許取得 

       

 

２.   新案   

       

 

３. その他 

 該当なし 
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厚 労働 学  費補助金 新興 再興           推進   業  

 担  報告  

 

                                 

〜                   心   〜 

 

 担  者 伊藤直  岐阜 学 応    学  教授 

 

  要旨                                      特  

                                     心      

                          需要 増               

    余剰     量              約 53    ズ 余剰          

  推      だ                 院等  散               

        ム ズ 余剰      約       テム 構築 望          

                 流          可能               

準備        進        判明    後     入手            

 特徴          ぞ               整     必要        

   

 

A.   目  

     重篤 神    約 100%   

致   特徴           通   

    注  稿          遺伝子1型 

        原因            

 義                   療

   立                  

  可能        済        

       普       展途    

心    毎 5.9              

      犠牲者 99%         

    推                 

      圧    極  重要     

我     1950            

   基づ              義務

化等   源   徹底   同    わ

ず 7  後 1957       撲滅    

  功   撲滅     至      輸

入   計 4             日  

            流        

      撲滅後            

流         侵入  着 阻  目 

            継         

 う 我          批判  意見 

         浄化後        

 必要   学  多面   証      

                      

     う 議         ひ   言



 

71 

 

    

   う  学   多面   証   

           浄        

         報 極        昨

       義務            

          浄 態 維       

           着目  両      

                     

        判断  件 異      

       常            

          明          我

      常           猫  

        具    報 少      

   不明   多   

         北米    流   

               圧     

 弱                   

     封入           散布 

        日       侵入   

   流                 

散布  う             準備 

     明           

                    

う                    

 べ             簡素  化 

        基づ 勧告  総務    26

 10 月                   

  頻  見直          注射 

    見直     勧告      同勧告

     毎 4〜6月           

         見直      言   

               緩      

   う               具 

      わ      言      

     3     日        

           常        

  猫         準備    心  

  進               緩  

        製造       う 影響

          聞 取         

 

B.      

1)  常       猫          

  

農林水産   医           

     電話  聞 取         

     猫            格 量

       提供 受    

 

2)  常               準備 

        

農林水産 消費 安 局        

          電話  聞 取    

                    準

備      説明 受    

 

3)          緩      製造 

 ぼ 影響 

    猫         製造    

  企業          聞 取     

   特           緩      

    製造       う 影響     

  う  応 必要          報 

提供 受    

 

 倫 面   配慮      
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C.         察 

1)  常       猫          

  

   厚 労働   心    取    

      応       2013  

 https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkak

u-kansenshou18/pdf/guideline2013.pdf     

                     

 需要                   

 必要       優先   円滑    

   う  医師 等 依頼      う  

      わち          常   

   御 目        猫      

            院        

余剰             提       

         程       余剰   

          正  把握        

農林水産   医           

     電話  聞 取         

       組織培養不 化          

    格 量         

 https://www.maff.go.jp/nval/kouhou/nenpo/no

57/57_6hinshitu.pdf  提供 受       

        2019     同      

  格量  4,921,770 ml            

厚  労 働     ム    

 https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkak

u-kansenshou10/01.html      同   

              4,390,580     

        格      1ml  1   ズ

  算    単純計算 531,190   ズ 余剰

                  判明 

   

        余剰          

量       後   詳細      具 

  把握  必要        余剰   

             至       

院  散          推測     

       不明            

   約可能      量 具   把握 

     余剰      応可能 流  模 

推      可能             

我               民 意識

 変化      約 70%        激

  昇       余剰     量 激減

              う     需要

 変化         後 具    応 

         重要           

     余剰          約    

テム 構築  務    言    

               迅速 解

決                 速  

  応 可能    う     具    

  進       望     

 

2)  常               準備 

        

北米          流      

原巣                    

グ          テ       御 目 

                散布   

                      

   弱                 

 G 遺伝子     組          
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    封入     2     別     

  10       化      Gilbert & 

Chipman, Rabies 4th edition, 2020  標     

        等 基づ         

   選択        う     

  我       侵入       

 着          免疫 目     

                     

   日          製造  う企業

              う     輸入

                       

具               準備   

        不明     

   農林水産   医      小川

   医畜産新報 2008   2        

   弱      型 組      型  

             特徴    報告

        後     無     農

林水産   医        同 消費 

安 局                 

わ            降       

                    答

      

       侵入           

         Kuwan et al., Epidemiol. 

Infect., 2017           流    

   態       程  準備     必

要           入手可能     

      特徴 整      日    

  原巣    う              

グ       等   免疫   可能  

         必要       組   

      遺伝子改変型        散

布       遺伝子組    等   等

         多様         

律    ヘ     遵守  提       

 手   何 必要     解     重

要     

 

3)          緩      製造 

 ぼ 影響 

   原    毎 4〜6 月      

              見直   通

     可能            可能

       1      10   ズ   注

                      

   4〜6 月            提  

    う 形   産          通

            頻   散     

      質       1      1

  ズず  形        産 販売  

    望           う 変更   

         製造         影

響          明           

      1      1   ズず  形

        産     切       

   う 影響               

       象 聞 取          

   概算   製造    約 2 倍     

 答        1  ズ  製造     

       企業     可能     

 指摘              注   

 増     製造 要     増加   

 う    ず      注ご  社    

   家    家    う必要     

    増     負担 増   指摘  
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            梱包  ズ  積比 

5 倍                  院

      冷蔵庫        可能  

       

                   

  通           製造     

  負荷    可能       示   

           う 変更  う     

         支援     整備 求 

           

 

D.    

   日               

    常          猫      

                    準備

     わ        明       

         準備       具  

    速   始  必要        

                     

    緩           製造   

  常    影響        明   

        見   後 我      

        具    証    基礎 

    待     

 

L. 健康危険 報 

      

 

M.      

1.     

     

 

2.学    

     

 

Ｈ.   財産権  願      

１. 特許取得 

       

 

２.   新案   

       

 

３. その他 

 該当なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


